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具体的方策（教員の取組） 取組指標 取組状況

来年度も引き続き，児童の日常生活の指導における自立度を高めていきたい。
チェックシートの活用に関するマニュアルに具体例を入れたり，判断基準を明確化したことで，わかりやす
かったという意見が多かった。今後は，特にチェックシートを初めて活用する教員に対して研修とフォロー
を丁寧に行いたい。

「日常生活の指導（朝・給食・帰り）」の日常生活
チェックシートを活用して実態を把握し，個別の指
導計画の短期目標を設定する。

個別の指導計画において
「日常生活の指導（朝・給
食 ・ 帰 り ） 」 の 日 常 生 活
チェックシートを活用して，
現状の課題から１つ以上
短期目標を設定する。

日常生活チェックシートを
活用して，全児童の目標を
１つ以上設定することがで
きた。

＊中間期の見直し

達成状況を踏まえた改善事項

毎日繰り返し行っている活動や日常生活に
つながる学習内容については，理解・定着
が進みやすい。

獲得した基本的生活習慣や知識・技能を，学校生
活の他の場面や人，家庭生活で般化することが難
しい児童が多い。

達成状況具体的目標（目指す子どもの姿）

キャリア教育の視点から，日常生活に必要な自
分の身の回りのことをできるだけ自分で行うこと
ができる。

個別の指導計画の短期目
標設定時に，「日常生活
の指導（朝・給食・帰り）」
の日常生活チェックシート
を活用して，目標を1つ以
上設定する。その目標を
達成した 児童が全体の
85％以上になる。

前期目標達成率は100％，
後期目標達成率は97％で
あった。個々の課題に応じ
て目標を設定し，日常生活
の指導における自立度を
高めることができた。

評価　　　　　B

成果指標

２　学力・学習状況における現状分析，目標等

　【３つの視点】

　（１）基礎的・基本的な知識・技能の習得

　（２）知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等の育成

　（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

小　学　部　児 童  の 状 況
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評価　　　　　B

＊中間期の見直し

中　学　部　生 徒 の 状 況

学校生活全般において意欲的に取り組む様
子が見られ，学習の理解や定着が進みやす
い。

高等部や卒業後の進路や生活についてのイメー
ジがもちにくく，今後の生活に役立つ，身につけて
おくべきスキルがわかりにくい。

具体的目標（目指す子どもの姿） 成果指標 達成状況

キャリア教育の視点から，高等部やその先の生
活と，今身につけるべき課題を意識して学習に
取り組むことができる。

日常生活の指導（身辺自
立に関すること，掃除に関
すること）について，チェッ
クシートを活用して個別の
指導計画の目標を設定
し，目標の達成率が80％
以上になる。

日常生活の指導（身辺自立
ま た は掃除）に つい ての
チェックシートを活用し，個
別の指導計画の前期と後
期の目標で，80％以上達
成できた。

評価           B

具体的方策（教員の取組） 取組指標 取組状況

「チェックシート（朝・給食・帰り）」または「掃除の
チェックシート」で実態を把握し，そこから日常生
活の指導の目標を設定し，指導を行う。「自立活
動」でも個別にスキル獲得についての指導を行
い，日常生活の指導での般化を図る。

「チェックシート（朝・帰り・
給 食 ） 」 ま た は 「 掃 除 の
チェックシート」から課題を
取り出し，「個別の指導計
画」の中に１つ以上目標
が設定されているかチェッ
クする。

個別の指導計画の目標を
チェックし，該当する目標が
設定されているか確認をし
た。指導の経過を共通のグ
ラフを使って記録し，検討
会を定期的に話し合いを持
つことで，共通理解を図っ
た。

＊中間期の見直し　

達成状況を踏まえた改善事項

本年の取り組みを踏まえ，日常生活の指導（身辺自立，給食，掃除）のチェックシートの項目や内容を整
理し，より実態に合ったものになるように改善する。手順書の簡易版の作成やチェックシートのチェック時
期等について検討し，高等部への継続を視野に入れて，問題点等を整理しておく。また全体の検討会で
は必要に応じて個別事例の検討会を実施していく。

高　等　部　生 徒 の 状 況

学校生活全般において学習活動に意欲的
に取り組む生徒が多い。

生徒の能力差が大きく、生活・学習面ともに配慮
が必要である。
学習内容が定着しにくい生徒が多いため，繰り返
し学習の場を作ることが必要である。

具体的目標（目指す子どもの姿） 成果指標 達成状況

社会で必要とされる力として
①あいさつ・返事・報告・質問等のコミュニケー
　ション能力の向上に取り組むことができる。
②共同・協働・協力してものごとに取り組むことが
　できる。

「個別の指導計画」におい
て，コミュニケーション能
力・社会性の育成に関す
る項目の評価が向上した
生徒が80％以上となる。

95％の生徒で，コミュニ
ケーション能力・社会性の
育成に関する項目におけ
る，評価の向上が見られ
た。

具体的方策（教員の取組） 取組指標 取組状況

能力差の大きい個々の生徒の，実態に応じた指導をさらに進めていくために，それぞれの生徒の達成度
等について，教員間における情報共有を図る機会を設ける。また，授業力向上のための意見交換や研修
の機会を，学部単位，学年単位，コース単位等で適宜設定する。

生徒一人一人の特性を把握し，実態に合わせ
て，指導内容・方法を設定する。自立活動の授
業等で意識付けを行い，作業学習等で般化でき
るよう支援する。

生徒の実態に応じた，コ
ミュニケーション能力・社
会性に関する項目を個別
の指導計画の目標として
設定する。

生徒一人一人について，
個々の実態に応じたコミュ
ニケーション能力・社会性
に関する項目を，個別の指
導計画の目標として設定す
ることができた。

達成状況を踏まえた改善事項


